
町内中学校で「思春期教室」を開催

長洲俳句教室が句集「洲千鳥」を寄贈しました町地域婦人会が複十字シール運動募金

「性と生」について学びました！

発足 40周年を記念して結核をなくそう

はぐくみ館は、中学２年生を対象とした
思春期教室を開催しました。
　この日は、九州看護福祉大学の牛之濱久代先生と
森口範子先生を講師に招き、人との関わりや性情報
への対処に関する講話などを行いました。
　生徒たちからは、「男女の体の仕組みの違いにつ
いて知れた」「お互いを思いやったお付き合いをす
ることが大切だと学んだ」などの感想が聞かれま
した。

９月30日、長洲俳句教室（松永和子代表）
は、句集「洲千鳥」を町に寄贈しました。
　これは、同会の発足 40周年を記念して発刊した
もので、会員が毎月の活動の中で詠んだ句 400 句
が掲載されています。
　寄贈した山本由布子前代表は、「町民の皆さんに
もぜひ読んでいただきたいです」と話しました。
　寄贈された句集は、町内中学校の図書館や町図書
館で読むことができます。

町地域婦人会（石本啓子会長）は、結核
検診や金婚式の会場で複十字シール運動の募金活
動を行いました。
　この活動は、結核をはじめとした肺の病気をなく
し、健康で明るい社会をつくるために行われている
ものです。
　寄せられた募金は、結核の普及啓発や結核予防
団体の活動などに役立てられています。
　石本会長は、「複十字シール運動募金を通して、
引き続き皆さんへの結核予防の普及啓発を目指して
いきたいです」と話しました。
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講師の話を真剣に聞く生徒の皆さん

句集を寄贈した山本前代表（左）募金活動を行った町地域婦人会の皆さん

ものづくりフェア in 熊本市
ながす金魚をＰＲ！

町は、熊本市国際交流会館で開催された
「ものづくりフェア in 熊本市」に参加しました。
　これは、熊本ものづくり塾と熊本市国際交流振興
事業団が、ものづくりを通じた交流をきっかけに開
催しているものです。
　ことしは、新型コロナウイルス感染予防対策とし
て、事前予約制で開催し、約140人が来場しました。
　会場では、参加者を対象に金魚すくいを行い、な
がす金魚をＰＲしました。会場は多くの親子連れな
どで賑わい、ものづくりや金魚すくいを楽しむ姿が
見られました。
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金魚すくいを楽しむ子どもたち
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金魚の魅力を俳句で表現

「ながす金魚俳句コンテスト」
　　　　　　　　受賞作品決定！

　町観光協会（西川勝博会長）は、８月３日から31日の期間で募集した
「ながす金魚俳句コンテスト」の審査会を行いました。
　これは、俳句の17音で金魚の魅力を伝えてもらうとともに、金魚文化
を育むことを目的に開催し、ことしは、28都道府県から333人、570句
の応募がありました。
　審査結果については次のとおりです。 良　裕太さん

（東京都千代田区）

上野　愛果さん
（下東区）

大石　伊津子さん
（下東区）

鹿川　すい子さん
（下東区）
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荒尾市と学校給食センター協議会を設置
安全・安心でおいしい給食を

町と荒尾市（浅田敏彦市長）は、学校給
食センター協議会設置に関する調印式を行いました。
　町は、平成 20 年から同市へ学校給食の業務を
委託してきましたが、現在の給食センターが、供
用開始から48年が経過し、施設などの老朽化や十
分な調理スペースの確保などが課題となっており、
共同で整備することを検討してきました。
　今回のように、複数の自治体が共同で学校給食
センターを建設することは、県内でも初めての取
り組みで、令和 4年 9月からの供用開始を目指し
ています。
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協定書を手にする中逸町長（左）と浅田荒尾市長（右）

熊本市動植物園で「ながす金魚」を配布！
ながす金魚を PR！

す金魚」を配布し町のPRを行いました。
　これは、多くの人に金魚と触れ合ってもらおう
と、熊本市動植物園の秋桜まつりに合わせて行っ
たもので、ことしで３回目になります。
　この日は、子どもから大人までたくさんの人たち
に「ながす金魚」を配布し、受け取った人たちから
は「ことしはお祭りがなくて、金魚を見る機会がな
かったからうれしいです」、「持って帰って大事に育
てたいです」という声が聞かれました。
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たくさんの人たちで賑わいました！
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「プレママ・プレパパ教室」を開催
こんにちは赤ちゃん！

はぐくみ館は、出産を控えたプレママ・
プレパパの皆さんを対象とした教室を開催しました。
　これは、親になるという意識の芽生えや、妊娠期
から産後・子育て期に関する知識を学ぶ機会となる
ことを目的として実施しているものです。
　この日は、町内在住の島津惠子助産師を講師に招
き、妊娠中の生活や子育てをしていく上で役立つ話
などを学びました。
　赤ちゃんの人形を使っての沐浴体験や妊婦ジャ
ケットを着用しての疑似体験などを行い、参加者か
らは「妊婦さんの体ってこんなに重くて動きにくいん
ですね」「頑張ってくれている妻に感謝です」などの
感想が聞かれました。
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助産師の話を真剣に聞く参加者の皆さん

AC.U15（荒尾クラブ）が全国への切符を獲得
全国大会出場を報告

荒尾玉名地域を拠点に活動するバスケッ
トボールチームのＡＣ．Ｕ15（荒尾クラブ）は、9月
26日から10月10日にかけて開催された第1回熊本
県Ｕ15選手権大会で優勝し、熊本県代表の座を勝ち
取りました。
　42チームの参加があったこの大会で優勝した同
チームは、令和 3年 1月 4日から7日にかけて開催
される「ジュニアウインターカップ 2020第 1回全国
U15バスケットボール選手権大会」に出場します。
　なお、町内在住者は次のとおりです。
　監督：森　悠介さん（鷲巣区）
　選手：織田　清陽さん（東荒神区）池田有紗実さん（東荒神区）
　　　  長濱羽衣音さん（下東区）    古庄　颯奈さん（古城区）
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全国大会出場を報告したAC.U15 の皆さん
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